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看護師ならば，一度は「あなたの看護観はなんですか」と尋
ねられた，あるいはレポートなどに書いた経験があるのでは
ないか，と思います。
基礎教育の現場では，多くの先生が，良い看護観を学生に
養ってほしい，という思いを抱かれています。それでは，そ
うした先生は，どのように看護観を養われてきたのでしょう
か。多くの出会いや経験のなかで育まれてきたものだとはい
え，源流の 1つには，恩師と呼ぶべき存在から，受け継いだ
ものがあるのでは，と思います。
今特集では，さまざまな世代の先生方が，ご自身の「師」に
あたる方々の，どのような振る舞いや言葉から「看護観」を感
じ，学ぶ経験とつながっていたのか，そしてそこで得られた
それぞれの「看護観」を，自身のなかで変化もさせつつ血肉と
化し，後進にどのように伝えていこうとされているのか，実
践にそってご執筆いただきました。読者のみなさまも，自身
のこれまでの歩みをふり返り，学生さんにどのように看護観
を伝えていくか，とらえ直していただくきっかけとして頂け
れば幸いです。
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